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　学習内容
　(単元ヹ章ヹ項)

実
施
時
期

４
月

５
月

学習のねらいヹ方法

観点別評価考
査
範
囲

中
間
考
査

ヹ生体物質と細胞
ヹ生命現象とたんぱく質
ヹ代謝とＡＴＰ
ヹ呼吸と発酵の仕組み
ヹ光合成の仕組みヹ窒素
同化

ヹソヱハキ質は様々な形で生命現象にかかわってお
り、その基本的な性質を学びます。
ヹ代謝の同化と異化の代表的な反応である呼吸と光
合成について詳しく学びます。ヹ有機窒素化合物の
合成の仕方について学び、植物が成長するための
条件について理解を深めます。

ヹＤＮＡとその複製
ヹソヱハキ質の合成
ヹ遺伝子の発現調節の
仕組み

ヹ遺伝子の本体であるＤＮＡについて、その基本構
造や発現調節の仕組みについて学びます。遺伝子
治療や組み換え作物など、今後の人間生活に大き
な影響を与える内容です。期待されることや課題な
ど、問題意識が持てるようになることが目的です。

期
末
考
査

１
１
月

６
月

２

学

期

第
２
章

７
月

ヹノアエツキヌルザヺ
ヹ生殖の方法と遺伝

ヹ生物が子孫を残す方法と、形質が受け継がれる仕
組みについて学びます。

学
　
期

単
元
名

第
１
章

１

　
学

期
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１
章

中
間
考
査

第
３
章

期
末
考
査

ヹ動物の配偶子形成
ヹ発生の仕組みと形態形
成
ヹ植物の発生と形態形成

ヹ生物は遺伝によって形質を受け継ぎますが、遺伝
の仕方によって多様性が生じ、それが進化にもつな
がります。これらの仕組みを理解することで現在の生
物の多様性が生じていることを理解し、維持すること
の大切さを学ぶことが目的と

１
２
月

９
月

１
０
月

ヹ生物は、周りの環境から様々な刺激受け取り行動
に移しています。ここでは刺激を受け取ってから判断
を下し、行動に移すまでの仕組みを詳しく学びます。
ヹ動物について学ぶことは医療系への窓を開くことに
つながります。

観点別評価
について

A；興味ヹ関心ヹ意欲ヹ態度　　B；思考ヹ判断　　C;表現ヹ技能　　D;知識ヹ理解
◎；特に重視するもの　　　○；重視するもの
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学

期

第
３
章

学
年
末
考
査

ヹ刺激の受容と応答
ヹ神経の働き
ヹ効果器の働き
ヹ動物の行動

１
月
２
月
３
月


